
 

 

令和 6 年度 防犯ボランティアフォーラム 関東ブロック 令和 6 年 7 月 27 日開催 

  

  

 

みなさんこんにちは、日本文化大学ボランティアサークル代表の田山湧太郎です。副代表の小林大樹で

す。この度はこのような機会を設けていただきありがとうございます。本日はよろしくお願い致しま

す。 

 

 
 はじめに団体の概要、結成の経緯、活動内容、活動頻度、課題、課題の解決に向けた取組の方策の順

で発表させていただきます。 

日本文化大学・ボランティアサークル防犯パトロール隊 (東京都) 

一部画像を加工・修正をして掲載している箇所があります 



 

 

 
活動の概要に入る前に、私たちの活動地域の紹介をさせていただきます。私たちは、私たちの大学が

ある八王子市を中心に活動しています。八王子市には約 56 万人が住んでおり、東京都市部では最大の

面積を持つ大きな市です。八王子市には、高尾山をはじめとする緑あふれる自然豊かな地域もあり、交

通機関が充実しています。鉄道の路線も多くあるため、東京や横浜方面にも行きやすく、中央道や圏央

道を使えば車での移動もしやすくなっています。 

 

  
 次に、団体の概要についてご説明いたします。我々ボランティサークルが所属している日本文化大学

は、警察官、公務員の志望者が多い大学で、法学部単科で学年定員が 200 名と小規模な大学です。それ

故に、先生との距離が近く、マンツーマンで指導してもらえます。なお、本年 3 月卒業生の内、116 人

が公務員になり、そのうち 77 人が警察官です。ボランティアサークルは、住民の安全・安心を守りた

いという学生が集まっているサークルです。ボランティアサークルは平成 21 年度から活動を開始いた

しました。警察署や市役所、防犯協会、地域住民等と連携を図ることで「犯罪が起きないようにするた

めの環境づくり」を目標として活動しています。現在、ボランティアサークルには 64 人が所属してい

ます。 



 

 

 
次に、防犯パトロール隊の結成の経緯です。結成の経緯は「地域住民の安全・安心のために何かした

い」というコンセプトのもとで学生たちが話し合った結果、ボランティアサークル員により防犯パトロ

ール隊が結成されました。 

 

 
次に活動内容です。私たちは月に 1 回 18 時 30 分から 1 時間、八王子市役所、八王子警察署、防犯

協会、町内会、商店会が合同で実施している防犯パトロールに 10 人から 20 人が参加しています。 



 

 

 
このパトロールは 3 班に分かれ、JR 八王子駅や京王八王子駅周辺を合計 100 人規模でパトロールし

ています。こちらは防犯パトロールの写真です。この写真の真ん中に写っている白い可愛らしい犬は、

嘱託警察犬になります。 

 

 
このように、学生たちが防犯のぼりを持ち、八王子市の安全安心を確保できるよう、防犯活動を行っ

ています。 



 

 

 
また、パトロールには八王子市長や八王子警察署長、オレンジ色のベストを着ている町内会の会長な

ども参加し、八王子市全体が一丸となってパトロールを行っています。 

 

 
次に、特殊詐欺撲滅キャンペーンの参加です。特殊詐欺撲滅キャンペーンは、南大沢警察署管内や南

大沢警察署の防犯フェスタで、八王子に所在する他の大学生と協力してチラシ配布などを行い、高齢者

の方や若い世代の方にも声掛けを行っています。高齢者の方の中には、チラシを受け取ってもらえない

方もいます。そのため高齢者の方だけでなく、子どもや孫にあたる若い世代の方にも働きかけ、特殊詐

欺について知ってもらい、家庭や地域を通じて特殊詐欺についての情報共有、防止対策の実施ができる

ようにしています。 

また、キャンペーンを行っている際に、高齢者の方に「気をつけるね、ありがとう」など声をかけて

いただくこともあり、改めて私たち 1 人 1 人の防犯活動の大切さを感じています。引き続き警察署など



 

 

と連携して、詐欺被害を減らせるように活動したいと思います。 

そして、詐欺は被害にあわないように気をつければいいというだけではなく、詐欺を減らすには、特

殊詐欺グループへの対策も必要です。例えば、闇バイトで特殊詐欺に加担する大学生も多いそうなので、

闇バイトの危険性についても、若い世代に、広報や啓発活動を推進していきたいと思います。 

次に、南大沢警察署の痴漢撲滅キャンペーンの参加です。痴漢撲滅キャンペーンは、大学の受験当日

などを狙った痴漢もあるので、そのような痴漢を撲滅するため、大学の最寄り駅である、片倉駅で行っ

ています。また痴漢にあった被害者は自ら助けを求めることが難しいため、周りの人が声をかけやすい

ように、警視庁の防犯アプリ「デジポリス」の使用の説明なども防犯フェスタなどで行っております。 

 

 
こちらのスライドをご覧ください。こちらは警視庁の防犯アプリの『デジポリス』です。『デジポリ

ス』には痴漢撃退機能や防犯ブザー機能などがあります。『デジポリス』は声を出さなくても、画面表

示や音声によって周囲に助けを求めることができます。 

スライドのように「痴漢です、助けてください」といった画面表示をすることで周囲に助けを求める

ことができ、黒い画面をタップすると、「やめてください」と音声が出るようになっています。また電

車内などで痴漢の被害にあって困っている人がいたら、被害者に「痴漢されていませんか？」とスマホ

の画面を見せることで、助けを必要としているかを確認することができます。このように多くの方に

『デジポリス』を知ってもらうことによって、犯罪被害を防止することができると考えています。 



 

 

 
また、大学周辺のゴミ清掃や環境整備活動を行っています。私たちは月に 3 回ほど、学生が集まりや

すい時間に集合し、大学周辺や最寄り駅で清掃活動を行っています。清掃時には清掃をするだけではな

く、地域の方などと挨拶や交流をし、暮らしやすい街になるよう心掛けています。また雑草が歩道のそ

ばに生え、歩行の妨げになっているところもあるので、そのような場所を中心に環境整備活動を行って

います。私たちが清掃している駅周辺は、タバコのポイ捨てが多くあります、小学校の通学路にもなっ

ているため、児童の安全・安心を確保できるように今後も取り組みたいと考えています。 

 

 
また、小学校の活動についてですが、大学の近くにある小学校の運動会の手伝いや、授業の補助を行

っています。運動会の手伝いに関しては、グランドの線引きや用具の出し入れ、今年度は騎馬戦の土台

なども行いました。 

こちらの写真は（小学校の）校長先生との写真で、運動会の終了後に撮影したものです。授業の補助



 

 

は週 4 日、担当を決めて各学年の授業補助を行っています。算数のわからない児童の指導まで先生の手

がまわらない時は、私たちが児童に個別に教えています。また、校長先生に授業補助の時間を増やして

欲しいと言っていただいているので、今後も児童との交流を大切にしていきたいと思っています。 

 

 
次に、活動頻度についてです。活動頻度は、毎月行っている「防犯パトロール」や警察署と合同で行

う「防犯キャンペーン」が月に 2 から 3 回、その他の活動としては清掃活動や小学校の授業補助などの

活動を行っています。 

 
今後の課題についてですが、課題は、「後継者の確保」、「他団体との連携」、「防犯キャンペーン

の浸透」の３つがあると考えています。 



 

 

 
１つ目は、「後継者の確保」ですが、近年、ボランティア活動の若者離れが進んでおり、本学もサー

クル員が減少傾向にあります。そのため、新入生ガイダンスなどで、大学教授やサークル代表者がボラ

ンティアの必要性ややりがいを説明しています。またサークルでは年に 2 回、学年別でミーティングを

行い、現在の活動についての反省点、今後の活動についての検討等を行った上で、ボランティアへの活

動の意気込みを高めています。そして何よりも、学年ごとの交流を大切にし、みんなのチームワークを

高めるようにしています。 

 

 
２つ目は「他団体との連携」です。他団体との連携を図ることで、今まで以上に活動の幅を広げ、今

後もキャンペーンをはじめとする各種防犯ボランティアに積極的に取り組んでいきたいと考えていま

す。 

八王子市役所の防犯課長さんからは、若い世代が防犯活動に参加しているので活気が出ていると言っ



 

 

ていただいており、今後は防犯パトロール以外の活動においても、日本文化大学とコラボしたいとの言

葉をいただきました。今後も今まで以上に各種防犯ボランティアに積極的に参加し、他団体との情報共

有も大切にして、積極的に活動していきたいと思います。 

 

 
３つ目は、「防犯キャンペーンの浸透」です。現在行っている街頭キャンペーンだけではなく、個別

を対象にするアプローチを考えています。例えば、近くの小学校での授業補助、放課後の学童保育など

を通して、児童に対する防犯指導や SNS の使用の注意点の説明などを行えないか検討しています。児

童を狙った犯罪もあるため、個別に防犯指導を行うことで、犯罪への対策も強化できると考えていま

す。また、先ほども述べましたが、高齢者の特殊詐欺被害防止については、その孫の世代である大学生

から、おじいさん、おばあさんにアドバイスをするという取り組みを充実させたいと思っています。 

 

 



 

 

最後になりましたが今後も八王子の安全安心を守れるよう活動の幅を広げ、地域との交流を大切に活

動していきたいと思います。これで発表を終わります、ご清聴ありがとうございました。 

 

講評 

【木宮先生】 

 発表ありがとうございました。大学生の活動ということで、非常に頼もしく感じるところがありまし

た。話の中で、たくさんの学生が警察官に将来なっているということで、非常に将来有望と感じます。

サークルを卒業された先輩方や、そういった方々もたくさん警察官として活動されていることだと思い

ますので、いろいろ連携をしたりしながら、継続ができるといいと思います。 

概要の中の、「犯罪が起きないようにするための環境作りを目指す」ということは、非常に重要な考

え方だと思います。現在、犯罪そのものは、減少傾向にあるという話もありましたけれども、街頭犯罪

をその場で防止するというよりは、むしろ、街づくりの観点で、大学生がこうして活動することで、多

くの方々に安心感を与えて、市全体の意識を向上させ、コツコツと積み重ねるような環境作りを行って

いる、そういうところに大学生が関与していただいていることは非常に心強いと思いました。 

あとは、大学というところで、やはり難しいのは毎年毎年新入生が来て、4 年で卒業していくという

ようなことで、人数を確保すること、下級生に対する指導をすることに、非常に苦労があるのかと思い

ます。ぜひ継続できるように、新入生などにも声掛けいただいて、頑張っていただきたいと思います。 

おそらくコロナの影響もあって、こういった大学のサークル活動が、制限されていた時期も長くあっ

たかと思います。先輩たちから受け継いできたものが一旦途絶えるというような事がある中で、非常に

苦労された 4 年間ではなかったかという感じもしますので、それをぜひ後輩に、受け継いでいって欲し

いなと思います。 

卒業後に警察官になる方は、現場で頑張っていただけると思いますけれども、それ以外の方々もせっ

かく大学時代にこういう防犯活動に関心を持って取り組んでいただいているので、例えば、卒業後に今

度は地域防犯の担い手として、また違う形で関わっていただけるとよいと思います。20 代、30 代の若

者が、なかなかこういう活動に参加しないというところもありますので、是非、これをきっかけに、皆

さんに広めていき、卒業後も継続していただけるとありがたいなと感じたところです。以上です。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  
新所沢団地自治会の里見と申します。本日はもともと、古屋という会長が、こちらでプレゼンさせて

いただく予定でしたが、急遽所用が入り、私がピンチヒッターをさせていただくことになりました。本

日は自治会活動全体を紹介し、その後、デジタル化への取組も進めておりますので、紹介したいと思い

ます。短い時間ではございますが、皆様の参考になれば幸いです。 

 

 
本日のアジェンダはこちらです。はじめに私たちの自治会の概要と活動内容、そしてデジタル化の

話、今後の展望にふれたいと思います。 

 

 

新所沢団地自治会 (埼玉県) 



 

 

  
まず新所沢団地自治会の概要です。今日参加されている方の中には「所沢はどこ」、と思う方もいら

っしゃるかもしれませんので、所沢のロケーションについて少しふれたいと思います。右のマスコット

は所沢のイメージマスコットです。市の鳥「ひばり」と頭のプロペラは、航空公園もある「航空の発祥

の地」ということを表したマスコットです。今後もたくさん出てまいりますので、表情もお楽しみいた

だければと思います。所沢市は埼玉県の南西で東京都に接しているところです。「トトロの森」もあり

ます。緑豊かな環境が自慢で、近くて便利、なおかつ治安もとても良く、自然災害のリスクも非常に少

ない、住みやすい所です。 

 

 
その中でも新所沢団地のロケーションは、西武線の新所沢駅の西側に広がっている団地で、比較的広

い敷地です。元々米軍からの払い下げの土地を転用していく中で、団地が順に形成されていったという

歴史過程がある場所で、現在は UR（独立行政法人都市再生機構）の団地が西側に展開しており、けや

き通りという名前で、第 2、第 3 とまた緑団地の第 2、第 3 と、それから駅前と全部で 6 つの団地、全

部で 2300 世帯強の数となり、実際にお住まいの方の数は 7000 から 8000 人ぐらいの団地で、それを

まとめた形で自治会として活動しています。ご覧の通り公園も近く、実は記載していませんが公共施設

も結構密集していて便利なところです。 



 

 

 
こちらは今昔のビフォーで、実は 1959 年に第 1 団地の入居が開始しています。当時のかなり古い写

真ですが、団地もこの後 1961 年に自治会が結成されており、既に 63 年も経つ、かなり古くから活動

している自治会です。1 番右は 40 をかたどったものを人で再現しているもので、私の先輩たちに聞き

ますと、懐かしく、少し涙ぐむような写真だそうです。 

 

 
今は低層から高層になり、現代的なマンション型に切り替わっています。左の上は 2021 年に団地の

環境整備工事が終わりまして、コミュニティプロムナードと駅からの道が整備された写真です。左下は

現在進行形の工事で、右の下はコミュニティサロンです。真ん中は 60 周年の記念樹を植えたもので

す。 



 

 

  
活動の内容を紹介したいと思います。年間で色々と取り組んでいますが、自治会の行事関係、定期的

に開催している会合、記念物の出版などです。60 周年は防災関係に力を入れ、「在宅避難のススメ」

というオリジナルの冊子を作って配布しました。右下は回覧物です。自治会、町内会というと回覧がす

ぐ思い浮かべるものと思いますが、行政、公共機関、団地の中に緑町交番という駐在所があり、そこで

毎月発刊している便りを各区にお届けしています。また、自治会独自の会報も配布しています。これ

が、現在の自治会の活動の全体になります。 

 

 
個別の活動を紹介いたします。「防犯パトロール」は、年に 2 回大人数で行うものと、常時必ず駆け

つける役員がパトロールをするものがあります。それから、「所沢市防犯協会と協力体制」では、私ど

ものイベントに協力をいただいたり、小学校の「通学見守り隊」で登下校時に立っていただいたりもし

ています。 

 



 

 

  
次に季節の行事です。3 月末から 4 月初め頃に、毎年「さくら祭り」という賑やかな祭りをしていま

す。9 月の敬老の日には 100 人以上の方が集まり、昨年は、団地にお住まいのプロのトランペッターに

演奏してもらい、楽しんでいただきました。 

 

 
こちらは、「地域環境美化」と「資源回収」です。皆様も身近なものだと思います。 

 



 

 

 
こちらは、「子供クラブ」です。お子様、ご家族の方も含めてかなり多くいらっしゃるので、毎年、

お子様向けにイベントを行っております。 

 

 
「クリスマス」や、今では実施することが少なくなっていますが、「もちつき交流会」も行っていま

す。 

 



 

 

 
「防災訓練」は、10 月後半頃に行われます。団地の４階から梯子車で脱出訓練を行なっているもの

です。右上は AED を使った救急救命の訓練、右下は消火器を用いた訓練です。こういった室外の訓練

も行っております。後ほど室内の訓練についても紹介したいと思います。 

 

  
冒頭に申し上げたコミュニティサロンは、9 年前に名前を公募し、「ぐりーんぽけっと」という名前

でスタートをしました。UR と一緒に、団地の一角にサロンを設置し、老若男女が集まる場所になって

います。500 円のワンコインで昼食を食べられるように値段設定をして、気軽に立ち寄れるように進め

ています。 



 

 

 
最近のトピックスです。川越南高校の方々が、SDGs 活動の一環で地域での活動のヒアリング、意見

交換にお越しになり、私たちも刺激をもらいました。長くなりましたが自治会活動の全体を紹介いたし

ました。 

 

 
次にデジタル化についてです。「なぜデジタル化を」という意見もありましたが、内部での話し合い

の際に、「回覧が回るまでに平均 1 週間ほどかかる、後ろの方は回ってくるのが遅い」という意見があ

り、そこで、タイムラグを防止するために、電子上で一斉に配信をできないだろうかと考えました。多

くの方がスマホを持っている今、それを活用できないかと思いました。それに、発信しますと議事録や

資料がそのまま残ります。一方で、デジタル化について来られない方も想定し、ペーパーレスとはいえ、

紙との併存も継続し、ハイブリッドな運営を考えています。また、自治会活動が一部の年代に偏ってお

りますので、フルタイムで働いている方でも参加しやすい環境づくり、と 3 つの目的でスタートしまし

た。 

 



 

 

 
次にデジタル化のステップです。具体的には、まず、昨年の 4 月にデジタルに強いメンバーが加入し、

そのメンバー中心にそのスキルを活かして進めようと、それに加えて自治会長と事務局が一緒に行う事

から始まりました。既存のシステムの確認では、自治会宛のメールアドレスは 2009 年には開通させて

いたものの、それを実際に活用するのにはまだまだで、ホームページも遅れていました。2019 年にホ

ームページを作り、ご覧いただける状況にはなっていました。また、コロナの時期には本部役員会議も

自宅から参加できるように、試行的にオンライン会議を実施し、具体的な推進を図りました。その時に、

スマホで参加できるシステムを作ろうと、自治会の LINE アカウントを作成し、紙ベースで回覧を作成

した時に QR コードを載せ、登録ができるように順次広げていきました。LINE の友達登録を進め、実際

に LINE を開けると、毎月の会報が載っている状況をだんだんと作っていきました。また、昨年の 11 月

4 日に防災訓練セミナーを行いました。先ほどは室外での訓練を紹介しましたが、11 月 4 日は室内で実

施をしています。団地なので外に逃げない避難をベースにしているところもあり、在宅避難の方法につ

いて、先生をお呼びしてセミナーを行いました。それを iPhone で撮影したものをリアルタイムで配信

をして、自宅でも見られるようにし、また YouTube でも見られるようにしました。各住居のネット環

境に関しては、皆様それぞれインターネット環境が違うため、自治会で提供するということは差し控え

ました。 

 

 

 



 

 

  
防災訓練セミナーを少しご覧ください。(動画を放映) 

「防災専門家ならびにサイエンスクラフト株式会社の取締役防災部長、千葉大学の非常勤講師をされ

ている元谷豊さんです。豊富なご経験、事例を含めご講義いただきますのでぜひよろしくお願いしま

す。」 

「みなさんおはようございます。紹介をいただきました、私は防災専門のコンサルタントで・・・」 

このまま流すと約 1 時間となりますのでこの辺りで止めます。どうしてもこういう画角になってしま

いますが、左側ではリアルに 100 人程がお聞きになられています。この状態でスライドをご覧いただく

のは不十分ではございますが、リアルな防災訓練を伝えられたと思います。参加できなかった方が、こ

の映像を見ると話した内容を確認できるということでご紹介しました。これが防災訓練の実情です。 

 

  
こちらは、LINE のアカウントの画像です。作るのはそう難しくないことも分かり、現在使っていま

す。 

 

 

 

 



 

 

 
最初にお見せした全体像です。青色の部分はすでにデジタル化をしている部分です。申し上げたよう

に保存ができますので、後からも確認できますし、資料としても使えるようになっています。緑色の部

分はこれから順次、行事の都度にデジタル化を広げていこうと考えています。白い部分は残念ながら、

デジタル化が馴染まないため、当面はこのまま運用を行うものです。 

 

 
今後の展望です。デジタル化は、あまり構えずに始めてみることが大切かと思います。とはいえ、

LINE の参加者の拡大を進めていかなければなりません。登録者は 200 名ほどですので、まだまだで

す。紙との併存もいつまで継続できるか検討が必要です。また、自治会費のキャッシュレス化など、世

の中のツールの進捗をキャッチしながら進めたいと思います。いずれにしましても様々な活動を通し

て、安全安心な団地生活を支えられるよう今後も取り組んでまいります。色々とお聞き苦しいところも

ございましたがご容赦ください。ご清聴ありがとうございました。 

 



 

 

 
 

講評 

【木宮先生】 

 発表ありがとうございました。今回の発表は、団地の自治会の取組という内容でした。全国的にも、

昭和の 40 年代あたりから作られた大きな団地で、様々な課題を抱えている中で防犯活動ももちろん、

様々な地域活動が少し困難になっているというところを課題として挙げられている中で、今回の取組な

どの部分はかなり参考になるのではないかと思います。入居率は結構高い団地でしょうか、中には入居

者そのものが減ってしまって、非常に維持が難しい団地もありますけれども、立地の面などで入居率が

高い団地にも、様々な課題はあると思います。新しい入居者も増えて、最初の頃から住んでいる方もい

れば、途中から引っ越して来られる方、中には様々な世代の方が混在している中で、自治会の会員数を

増やすということも、課題であると思います。数字を見ると、自治会の会員が 1000 世帯、団地の世帯

数は 2387 ということで、会員は大体 40%ぐらいでしょうか。自治会に入っていない方にどうアプロー

チするのか、自治会の活動そのものは自治会員、団地で活動していますから、自治会員でない方にも同

じサービスを提供しなければいけない、というところが非常に大きな課題ですね。これは、日本全体の

団地の課題としてあると思います。ただ、防犯活動そのものとして捉えるならば、団地の中の安全性の

向上は、団地に住んでいる自分たちでやるんだ、という考え方は非常に重要で、自分たちのできること

をやるという姿勢は多くのところで見習って欲しいと思います。また、デジタル化というところは、人

が徐々に減っていくような中で、できるだけ労力を減らすということも大事ですし、またご紹介にあっ

たようなスピード化も大事です。これを踏まえ、デジタル化していけるところは進めていくということ

が、今の時代に合った方法だろうと思います。そのような中、高齢者の多い団地でどの程度のことがで

きるのかと、なかなか一歩が踏み出せないところもあると思います。高齢者が中心のところで、高齢者

を置き去りにするようなことになるのでは、というご意見が出てくるのは容易に想像できます。実際に

やってみると、少しのことでもできるようになり、むしろプラス面が大きいというお話は、他の団地の

方々にも非常に参考になるところかと思います。また、広報物、自治会運営をデジタル化していく、と

いうご紹介でしたが、これが進んでいくと、防犯活動そのもののデジタル化、というところにまでおそ

らく可能性が広がるかと思います。元々の目的は、人の繋がり、孤独を防止する、多くの特に単身の高

齢者の方に対して、普段のコミュニケーションとかを維持することですので、デジタルを活用すること



 

 

により、日々の繋がりを維持したり、また様々な双方向の関係性を築くというようなことが見えてくる

と思います。今はコミュニティスペースに行き、そこで顔を合わせてということができない方もいらっ

しゃるかもしれないし、時間的に難しい方がデジタル上で繋がっていくと、デジタルコミュニティを作

れて、孤独を防止するところまでに繋がっていくかもしれないと思います。まずは、デジタルのいろん

な器機を使えるというのが大前提ですので、運営広報から慣れていただければ、一歩先の活用というと

ころも将来的には十分期待もできるし、そういう先駆的な事例が出来上がれば、本当に全国の多くの自

治会団地の悩みを解消するところに繋がる可能性を感じました。ぜひ今後も期待していますので、頑張

ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

   
これから淑徳イーグルアイズの活動内容報告を始めます。報告者の淑徳大学社会福祉学科 4 年の杉田

大晃と、同じく社会福祉学科の 3 年巽力哉です。本日はよろしくお願いします。 

 

 
今回の発表の目次です。私たちの自己紹介を行いまして、その次にイーグルアイズの生い立ち、３つ

目に私たちが加入したきっかけ、次にボランティア活動報告、最後に今後の活動についての取り組みと

いう順番で発表します。 

 

淑徳大学学生防犯パトロール隊 (千葉県) 



 

 

 
改めまして、私は杉田大晃と申します。出身は千葉県で、社会福祉学科に所属しています。学年は 4

年生でイーグルアイズの元代表です。趣味は散歩と、小学生から始めた柔道です。 

次に私の紹介をさせていただきます。私は巽力哉と申します。出身地は同じく千葉県で、学科も同じ

く社会福祉学科です。学年は現在 3 年生で、現イーグルアイズ代表です。趣味は、ここに書いてあると

おりゲームと読書です。 

 

 
それでは、イーグルアイズの生い立ちについてお話します。淑徳イーグルアイズは安心安全な環境づ

くりに貢献したいとの考えのもと、2010 年 6 月に津田先輩によって設立されました。 

当時は約 40 名以上の部員が在籍していましたが、コロナの影響により、現在は 20 名で活動を行っ



 

 

ています。卒業した先輩から中古車をいただき、その車を青色パトロールカーとして大学周辺のパトロ

ールや、イベントにも使用しています。 

 

 
右上は、淑徳イーグルアイズのマスコットキャラクターで「シーグル君」です。左下は青色パトロー

ルカーで、大学周辺のパトロールやイベントの際に使用しています。  

 

 
【発表者 杉田】 

私が加入したきっかけをお話します。私が淑徳イーグルアイズに加入したきっかけは大きく分けて３

つあります。まず１つ目は、子供の頃から「警察官になりたい」という夢を持っていたからです。 

私が小学生の時に、お年寄りの方と自転車で接触してしまう事故を起こしたことがありました。幸い

なことに、相手の方に怪我はなかったのですが、当時の私は、警察官が来て逮捕されてしまうのではと



 

 

心配をしていました。ですが、そんな私に親身になって対応してくれた警察官の方に憧れを抱き、警察

官を志望するようになりました。そして２つ目が、「地域の人の役に立ちたい」という思いを持ってい

たからです。元々子どもの頃から、誰かの役に立てる人間になりたいという思いと、正義感を抱いてお

りました。大学生になり、ほぼ 1 日大学で生活することになり、その時に地域の人と関わりを持ちたい

という思いが強くなりました。そして、地域の人たちが安心して暮らせるまちづくりに貢献したいと思

い、淑徳イーグルアイズに加入しました。そして最後は「経験を積みたい」という思いを持っていたか

らです。これは 1 つ目の理由と少し被るのですが、警察官になりたいという思いだけでは警察官になれ

ないのではと考えていました。そんな時に地域の防犯に学生の頃から携わってきたという経験を、警察

官採用試験の時に話をすることができることと、警察官になった後もその経験が役に立つのではないか

と思い、淑徳イーグルアイズに加入しました。 

 

 
【発表者 巽】 

次に、私が加入したきっかけをお話します。私がイーグルアイズに加入したきっかけは、ここに記載

されてあるとおり、パトロールへの興味があったこと、地域への貢献になるのではと思ったこと、そし

てサークル自体への関心があったことです。これらをそれぞれ説明すると、パトロールへの興味は、最

初にイーグルアイズの活動を聞いた際、パトロールを行っていることを知り、自分が大学に入学当初の

サークルのイメージとは全く違うもので、実際にイーグルアイズの活動に参加してみて、どのような感

じなのかを体験することによって、確かめたいと思ったことが理由の１つです。またそれをすることに

よって、自分が誰かの役にたつのではないかという気持ちが同時にありました。 

そして２つ目の地域への貢献は、先ほどの部分と被りますが、パトロールに参加することで、地域の

子どもたちの安全を守ることにつながったり、淑徳大学自体が福祉の大学ということもあり、誰かの役

に立ちたいと思えるのが根底にありますので、パトロールを実施することで地域の安全を守ることに繋



 

 

がることが、すごく魅力的に感じたので、加入しました。３つ目のサークル自体への関心は、これも先

ほどと重複する部分がありますが、大学に防犯ボランティアを売りにしているサークルがあること自

体、入学当初珍しいと思っていました。今は意外に珍しくもないのかなとも思っていますが、当時はす

ごく新鮮で、活動内容から大学生活の中で自分が成長できる体験をすることができるのではと思い、サ

ークルへの興味が湧いてきたというのが加入のきっかけです。 

 

 
次は活動報告です。まず 1 つ目の活動報告として、地域防犯パトロールをイーグルアイズは行なって

います。この活動は文字通り、地域の安全を守るためのパトロールを行うもので、私たちイーグルアイ

ズの主な活動となっています。大学周辺や、近隣の地域を徒歩や先ほども紹介した青色パトロールカー

を使用しながら活動を行っております。また、スライドにも書いてあるとおり、徒歩での活動の際はゴ

ミ拾いも行いながら活動して、青色パトロールカーを使用する際には、車についているマイクを使い、

防犯の呼びかけを同時に行っています。 



 

 

 
次に啓発活動について説明します。この活動は、千葉県庁や市役所等から要請を受けて啓発活動を行

います。また、防犯ボランティア団体のブルースターズの活動で、チラシや啓発物の配布であったり、

呼びかけに参加をしています。ブルースターズの説明は、時間の都合上、割愛しますが、千葉県警のホ

ームページに記載があるので、興味をお持ちの方はぜひ調べてください。 

 

 
次に「防災・防犯フェア」という活動を紹介します。「防災・防犯フェア」というイベントを淑徳大

学では、1 年に 1 回開催するようにしています。 

こちらは千葉県警察、千葉市消防局、日本赤十字社千葉県支部、千葉市防災普及公社の 4 つの団体を

呼び、学生、地域住民の方に防犯や防災に興味を持ってもらい、学生、大学、地域の 3 者が共に防犯・

防災へ取り組むモデル校になるようにイベントを開催しております。また、このイベントはコロナ前か

ら行なっていましたが、その時は防災フェアという名称で学生対象のイベントでした。しかし、私がイ



 

 

ーグルアイズの代表になった際、千葉市消防局、日本赤十字社、防災普及公社の方と接点を持っていた

ことから、防犯についても、地域住民の方の力で防ぐことができるのではと考え、学生のみならず地域

住民も対象としてイベントを開催しました。その甲斐もあり、NHK でも取り上げていただき、約 700

名もご参加くださいました。また、このイベントは今年も開催する予定です。もしお時間がある方がい

らっしゃいましたら、ぜひお越しください。お待ちしております。 

 

 
最後に「しやすい運動」という活動を紹介します。今年に入り、大学周辺のコンビニエンスストアや

大学校内での迷惑行為が多発したことで、大学からも再三メールが来てました。大学周辺のパトロール

も大切だが、まずは大学生の意識から変えようと、今年から始めた活動です。この名称には、意味が 2

つあります。1 つ目は、学生同士年齢が近いからこそお願いをしやすい、という意味と、2 つ目は、迷

惑行為はしやすい行動で減らしやすい、という意味です。学生が少しでもしやすいなと思ってもらえる

ように、簡易的なポスターを作成したり、またイーグルアイズの学生が校内の喫煙所やコンビニエンス

ストアなどを見回ることにより、学生の意識を少しずつでも変えていこうという活動になっています。

こちらの活動はキャンパス内の学生厚生委員会、千葉県の大学学生厚生研究協議会などでも学生の取り

組み事例として取り上げていただきました。これからも継続して行なっていきたいと考えています。 

 

 



 

 

 
最後に、今後の活動への取り組みについてお話します。まずは、防犯パトロールの継続です。防犯パ

トロールを継続して行なっていくことで、地域の治安維持に引き続き貢献をしていくことに繋がると思

いますので、続けていきたいと考えています。２つ目は、地域住民等への防犯意識の向上のための活動

の実施です。これは 1 つ目と重複しているところがありますが、徒歩や青色パトロールカーを使ったパ

トロールを行う際に、呼びかけも同時に行なっています。最後の項目にも繋がるのですが、地域住民だ

けではなく淑徳大学の学生にも防犯意識を高めていって欲しいと考えているため、これからも行ってい

きたいと思っています。３つ目は、他の学生に対する活動の周知です。現在、イーグルアイズの活動参

加者はコロナ禍を経て減っているため、活動頻度を増やし、SNS の積極的活用などをして私たちの活動

を知ってもらえるようにしていきたいと思います。 

 

 
こちらは、淑徳イーグルアイズの公式インスタグラムです。活動報告も投稿していますので、よろし



 

 

ければ「淑徳イーグルアイズ」と調べて、ぜひフォローをお願いします。ご清聴ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

講評 

【木宮先生】 

 発表ありがとうございました。先ほどの日本文化大学さんと同様に、大学生のサークル活動というこ

とで非常に頼もしいと思います。特に今回は、青パトを自分たちで所有しているということです。車両

そのものは先輩からもらったとしても、維持していくことは、費用的にも大変な部分もありますし、ま

た、車はいずれ換えなければいけない時も来ます。もちろん、これまでも大学生の青パトという例があ

り、大学所有の公用車を使ったり、青パトを借りたりというケースはありますが、自分たちで消費する

というところが、非常に稀なケースかなと思います。ただ、そのことで、すごく機動力が増すという利

点もありますから、車両を維持する工夫とか、その課題とか、大学生で同じようなことを考えてるサー

クルがあれば、うまく共有して欲しいと思います。 

それから、大学周辺の大学生の迷惑行為という話がありました。小さなモラル違反をできるだけなく

すことで、地域の防犯力を高めたいとのことですが、犯罪から身を守るという考え方ではなくて、自分

たちが迷惑行為などをしないということで、地域の防犯力を高めよう、という考え方は実際に非常に大

切です。サークルのメンバーが、というわけではないですが、同じ大学に通う同じ大学生に対して、意

識を高めて、そういう方々の行動を変えるということで地域も変わるんだ、という考えでの取組も面白

いと思いました。 

あと、例えば日本文化大学さんとか他のフォーラムでも大学生の発表があるように、最近は、大学で

防犯ボランティア活動をしているサークルさんが増えてきて、SNS などで発信をするようになりました。

その中で今後は、他の団体との繋がりや交流が求められるようになるのでは、と思います。今日も 2 団

体が来ていますから、これをきっかけに、いい関係を築いていったら、お互いに参考になるような活動

例とか、一緒に取り組める活動等が出てくると思います。今日来ていない大学や、どうしていいかわか

らない大学生もいるでしょうし、また活動に行き詰まっているようなサークルもあるかもしれませんの

で、自分たちの大学のサークルという意識だけではなく、日本中の大学生をうまく巻き込んで、若者の

力を結集して、シンボリックな存在になって欲しいと感じます。ぜひ情報発信を積極的にしてください。

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

  
名前も異様で発表内容も異様かと思いますが、始めたいと思います。まずは替え歌ソングです。知っ

ている人も知らない人も手拍子でご一緒にどうぞ。 

 

<替え歌を披露> 

 

 

ながの男の脳喝倶楽部 (長野県) 



 

 

 
 

 

  
 

はい、ありがとうございました。これはキャッチフレーズです。「脳に夢を、脳に愛を、脳に喝

を」。 

私たちは、ながの男の脳喝倶楽部です。よろしくお願いします。映像では色々活動している写真が載

っています。 

 

 



 

 

 
脳喝倶楽部は 36 名の小さな団体ですが、組織だけはしっかりとしています。いろんな役員がおり、

総合プロデューサー、今日キーワードになる「脳喝一座」はユニット制を組んでいます。 

 

 
そんな中で総合プロデューサーの桑野とディレクターの三上の 2 人でご説明をしていきます。 

「ながの男の脳喝倶楽部」とは、定年後の男性の地域とのつながりを作りたいということで、2017

年に設立をいたしました。当時 12 名で設立したのですが、少し人気が出て 36 名となり、平均年齢が約

76.4 歳となっています。テーマは「明るく、楽しく、面白く」という、普通は、大体ここに「元気」が

入るのですが、我々は面白くやっていきたいと考えています。そして、とにかくバラエティなイベント

を行おうと、年間 100 を超える企画運営をしています。今年度は、130 数回だったと思います。 



 

 

 
どんなイベントを行っているかといいますと、大きく分けて 4 つのカテゴリーがあります。歳はとっ

ているが地域を知らない。仕事で職場と自宅の行き来だけの方が多いと思います。 

そこで、1 番目に「地域知見」で、これから地域をもっと知ろうということで、地域の有名な企業見

学、史跡巡りをしています。 

2 番目は「男の料理」といいまして、定年退職した人がだいたい通る道で、すぐ辞める方も多いので

すが、年 3 回やっています。 

3 番目は「福祉ボランティア」といいまして、この福祉ボランティアは我々のようなシニアになって、

この年になってできるボランティア、恩返しがあるのではないかと、環境美化や施設訪問などをしてい

ます。 

そして、4 番目は「自己研さん」です。退職した方が、まだまだできることがある、もっとやりたい

ことがある、1 人ではできないけれど団体ならできるということで、自己研さんの活動をしています。

社会講座を受講するとか、スポーツもいろいろやっています。例えば、卓球、マレットゴルフ、グラン

ドゴルフ、ノルディックウォーキング。そして、土いじりをしたいということで農園を 100 坪借りて畑

を耕しています。今回は防犯ボランティアフォーラムということですけれども、我々は全体の 3 分の 1

しかボランティア活動をやっていないような状況です。 

そんな脳喝倶楽部ですが、昨年に内閣府の社会参加章を受賞しました。また後ほど細かいところは説

明をいたします。 



 

 

 
脳喝クラブには今替え歌を歌いましたが、脳喝倶楽部には歌があります。脳喝倶楽部がなぜできたの

か、何をやっているのか、将来何をするのかという、倶楽部歌を作りました。少しナレーションをして

みたいと思います。 

「長いお勤め 終えました 『あなたゆっくりしましょう』と ひと月ふた月 あゝ三月まで 家に

居れば粗大ごみ さがすよ居場所を 男の脳喝で 

脳喝カラオケ 脳喝スポーツ 脳喝麻雀と 男の料理にボランティア 自分のキャリアがきっと活か

せます 地域の仲間と繋がって いきいき輝く 男の脳喝は」 

これをイベントの際にみんなで歌って一体感を保っています。 

 

 
これは、内閣府から章をいただいた時の長野市民新聞で、長野市を中心に 7 市町村に配布されてい

て、発行部数は 3 万程だったと思います。ここに赤字で書いてありますが、特殊詐欺防止の替え歌に関

しても記事に書いています。 

 



 

 

 
今日は脳喝倶楽部の異様な発表ではありませんが、昭和歌謡の替え歌で特殊詐欺防止の活動です。一

番最初は施設のボランティア訪問から始まりました。その際はコロナが流行っていた時期でしたので、

コロナの防止の替え歌を作り、利用者の方と一緒に歌いました。これが、今では特殊詐欺防止の歌にな

り、今日紹介したいと思っています。        

高齢者を対象とした集会に出演しています。36 名全てが行くわけではなく、「出前脳喝一座ユニッ

ト」で、メンバーを募り、出られるメンバーがお茶のみサロン、ふれあい会食会、敬老会、デイサービ

スといった詐欺の対象になりそうな年齢の方が集まるところへ出向いています。 

これは我々が自主的にやっていますが、替え歌を提供すれば他の方もやってくれるだろうと思い、高

齢者を対象とした事業や活動グループとも連携をしております。長野県消費者連絡協議会や地域包括支

援センターとも連携しており、消費者トラブル、フレイル予防、健康体操といった自分たちのイベント

が終わった後に、せっかく集まったので注意しようねということで、替え歌を歌って、最後に注意喚起

を行っております。  



 

 

 
特殊詐欺防止の替え歌を作ったきっかけは、今から 2 年半程前、警察署の出前講座があるのですが、

我々も長野中央警察署に講師の依頼をしに行きました。そこで運命だったと思うのですが、若い女性の

警察官の方が応対してくださいました。「脳喝さん、コロナの歌を歌っていますよね。今コロナと同じ

ぐらい特殊詐欺が流行っているので、特殊詐欺防止の替え歌も作れませんか」という依頼があり、その

日のうちに作って、翌日に持っていきました。「内容はいいですね。すみません。でもこの元歌となる

銭形平次は知らないんです」と言われました。無理もありません。警察の方は 30 代半ばです。そこ

で、生活安全課の 50 代ぐらいの警察官の方に見ていただくと、すぐに歌えました。ということで、替

え歌の第一弾の「銭無平時」が生まれたわけです。 

 

  
その翌年になると、正月の長野市民新聞に掲載されました。高齢者向けに作った新型コロナウイルス

感染予防や特殊詐欺被害防止を訴える替え歌が好評だということで、「コロナと詐欺、予防の心得を替

え歌で」という内容で新聞に載り、「私もやりたい」と言って会員が増えました。実は特殊詐欺だけで

はなく、交通課にもお邪魔しておりまして、昨年自転車のヘルメットの努力義務化にあわせて「ヘルメ

ットの唄」という、お年寄りの方はだいたい知っている「りんごの唄」で替え歌を作りました。警察の

方と一緒にチラシを配り、音楽を流し、替え歌を歌いながら活動を行いました。 



 

 

 
替え歌の曲数は、現在このようになっています。特殊詐欺 25 曲、交通安全 10 曲など、合計 80 曲を

超え、替え歌を楽しんでいるグループとなっています。 

 

 
先ほどユニットが出かけて行くと申しましたが、脳喝一座はこのような風景です。1 時間から 1 時間

10 分ほどで上演をし、お年寄りですから誤嚥をしないように、口腔体操をしてから脳喝メンバーが歌

い、参加者にそのあと歌っていただく「のど自慢大会」をしています。どんな方でも合格の鐘が鳴ると

いった仕掛けでやっています。「お茶飲みサロン」、「ふれあい会食会」などは、コロナが 5 類になっ

た昨年の 5 月以降に活動したものです。最後に全員で注意喚起の歌を歌います。 



 

 

 
もう 1 つは、警察と脳喝で「特殊詐欺防止講座」をコラボでやることもあります。会場は公民館や自

治会などです。前半は警察官の講話、長野県警で作られている DVD の視聴、その後に質疑応答です。 

我々単独でやる際は、ちょっとした寸劇も行います。また替え歌をみなさんと一緒に歌います。チラ

シなどを見るよりも、自分で口に出して歌うとすごく記憶に残ります。 

 

 
もう 1 つ写真があります。 



 

 

  
最後に歌う歌は、参加している方の年代が違うので、あらかじめボードを用意して選んでもらい、だ

いたい 2 番までみんなで歌っています。 

 

 
他団体との連携というのは、長野県消費者団体連絡協議会の「消費者トラブル事例研究懇談会」で詐

欺の事例を発表して、その後、参加者とワークショップを行います。その時に、特殊詐欺にスポットを

当て行政、消費者、ボランティアが一堂に介して、特殊詐欺防止のための対策を協議する場に、我々も

参加させていただいて替え歌を歌っています。我々が出席できない時も替え歌を提供しています。22

年度から行っており、今年度も長野県下 9 会場でオファーが来ています。 



 

 

  
これが、その写真です。事例発表をしたあとワークショップをして発表をしています。ワークショッ

プで、いきなり「どうぞ」と言っても難しいので、ここのリーダーに声をかけていただきまして、我々

の替え歌もアイスブレイクとして活用していただきました。 

 

「他団体との連携その②」についてです。健康体操では、男性は少なく女性は多いです。終わった後

にみんなでランチに行くなどしています。このように体育館を使用して「リズム体操」や「健康体操」

をしています。終わった後に輪を作り、真ん中にスマホを置いて、替え歌を入力し、カラオケを流し

て、皆様と一緒に歌うことをしています。 

 
あとは、「100 人の会」というのがあり、この写真は、今回千葉に行く（今年度の防犯フォーラムの

開催会場）ということを言うと、この写真を持って行ってと言われたので、その写真です。終わった

ら、こういった格好で輪をつくり、スマホとスピーカーを使い、Bluetooth で繋いで、音楽をかければ

すぐに歌えます。体操がメインで、最後に替え歌を歌って締めています。この地域連携のエピソードで

すが、「リズム体操」の教室で替え歌を配った時、そこの生徒さんに、たまたまデイサービスの職員さ

んがおられました。デイサービスの方で希望する利用者の方に歌を配り、受け取った方は電話の近くに

歌を貼っておいたそうですが、不審な電話がかかってきた時に、これを見て「この歌と同じだ、詐欺

だ」と思い出し、電話を切ったという報告がありました。こういったことでも役に立っていると思い、

活動を継続しています。 



 

 

 
また地元に SBC 信越放送があり、メディアでも配信をしています。今年の 3 月、信越放送のラジオ

ですが、「笑顔で元気 WEEK」の 2 日目に我々の収録があり、その際は我々が「投資詐欺」、「ヘルメ

ットの唄 2024」という歌を歌いました。我々の活動拠点に、ラジオのレポートカーがきてそこから放

送をしました。 

 

 

  
それ以外にも全国版で TBS の N スタの「全力で応援するゲキ推しさん」で特集をしていただきまし

た。最高齢者 89 歳、年齢にとらわれず自由で生き生きとした生活を送る高齢者グループを表彰しよう

というものでした。 

 

ちょうどこの時に一部「有楽町で逢

いましょう」の替え歌が載り、東京、

横浜、大分から替え歌が欲しいと要望

があり、お送りいたしました。 

 



 

 

 
そんな縁で、替え歌ネットワークフレンドリーという組織体を作りました。「ジャパンパロディーネ

ットワークフレンドリー」、省略すると「ジャパンフレンドリー」で、会員登録をしていただくと、替

え歌とかアンケートを送ります。それぞれのところで歌っていただいた後、アンケートや動画が戻って

きて、こんなメロディが欲しい等のアンケートもいただけるため、継続性があるやり方です。 

  
地元の「かがやきひろば三陽」という老人福祉センター施設があり、ここにとてもご協力をいただ

き、替え歌を作る、我々が歌う、替え歌をかがやきひろばが管理する、欲しい人に提供、アンケートが

戻ってくる、こういう方法で地域と連携して、注意喚起を行っています。右は三陽老人福祉センター

で、地域連携の要「かがやきひろば三陽」ということで、その中に脳喝クラブもあります。 

 



 

 

 
入り口にはいただいた表彰状と楯、それと、我々の仲間に県知事賞をもらった達筆の方がいて、色紙

に歌詞を書いて貼ることによって広めています。 

 

 
課題と対策を一気にお話しします。 

 



 

 

 
1 番目。替え歌のサビは知っている、だけど全部はわからない場合は、替え歌のところに QR コード

を入れてあります。これは、YouTube に繋がるようになっていてカラオケとして使っていただけま

す。替え歌の元歌を聴きなさいという、替え歌はただやっているだけではなくて、「元歌を尊敬する」

という使命のもとで作っています。 

それから 2 番目の「出前脳喝一座の出演調整」、現在は月に３回以上上演をしています。14 名でメ

ンバーの約 3 分の 1、月３回ですが、9 月の敬老会がある時は月６回になり、人が足りない状況です。 

 

 
「俺は脳喝一座に入らない」と言う方も、強引に月一回のカラオケで、メンバーの審査をしていま

す。 

 



 

 

 
3 番目は、「替え歌の枯渇」ということですが、替え歌がなくなったらどうしようかということで、

先ほど言った「ジャパンパロディネットワークフレンドリー」で戻ってきたアンケートからアイディア

をもらったりもしています。これは、「葛飾区すみれ会」、「地域包括支援センター」からのアンケー

トです。読ませていただきますと、「ただ気をつけろと言われるより、心に残る、頭に入ると大人気で

した」、「テレビでニュースを見たり、新聞で記事を読むよりも心に沁みてきた。自然に笑えたし口も

動いた、口の体操をして特殊詐欺についても学べる一石二鳥のツールだね」、このようなアンケートが

くればモチベーションも上がります。 

 



 

 

    
最後に歌で締めたいと思いますが、脳喝替え歌は長野中央警察署公認じゃなくて好認をいただいて活

動をしています。 

 

 
 

<替え歌を披露> 

 

  
 

 



 

 

  
どうもありがとうございました。時間の関係でアンコールはございません。 

 

講評 

【木宮先生】 

 発表ありがとうございました。非常にユニークな取組で、まずはボランティアとして参加されている

皆さん自身が楽しむというようなことが、一番大事なことだと思います。義務感でやらなきゃいけない

という形だと継続性も難しいですし。まずは、今回のケースは、防犯に限らず、様々な活動を皆さんで

楽しんでやられているということで、こういった取組がいろんなところで広がるといいな、と思います。 

思い起こすと、昨年のフォーラムでも、高齢男性の方で自分たちが好きでやっているのだから、お金

もいらないし、新しい仲間もいらない、自分たちだけでやりたいんだというような発表がありました。

これも多くのところが継続性に悩まれている中で、好きでやっているというスタンスがいいよね、なん

て話をしていたのを思い出しました。特に今回は、高齢の男性の方々の発表で、確かに高齢男性の方々

は、居場所がないというケースもたくさんある中、高齢者を狙った色々な特殊詐欺等の啓発に、という

内容は、高齢の自分たちが自分たちの問題として捉えてやる、ということも非常にいいなと思いました。 

またカラオケでの替え歌は、非常に楽しくていいと思いました。今までは、よく子どもたちに、こう

いった活動をやらせるときに、標語を作ったりしていました。標語はたくさん作って応募して、選びや

すいとか、作りやすいとかある反面、作った標語がなかなか浸透しないという問題があります。今回の

替え歌だと一つ作って、長く使える良さもあり、こういう替え歌作りみたいなことも、子どもたちにや

らせてみると面白いと感じました。また若い世代、今日は大学生のボランティアも来ていますけれど、

そういった活動にも少し刺激を与えるような内容でした。ありがとうございました。 

 
 

 

 
 
 


